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Ⅰ．総括 

近年、私たちを取り巻く社会は、少子高齢社会が進行する中で、ライフス

タイルの多様化などを背景とした地域の人間関係の変化・希薄化に伴って住

民相互の関心や理解の低下を招き、地域における社会的孤立の問題が深刻化

しています。 

さらに、昨春からの新型コロナウイルス感染症の影響により、生活困窮の

問題が拡大するとともに、地域において人と人が直接ふれあう活動が困難に

なっていることから、孤立・孤独の問題がさらに顕在化し、様々な課題を複

合的に抱える世帯も増えてきました。 

こうしたことから、令和２年度の社協活動においては、特にコロナ禍によ

って生活に困窮する世帯に対する生活支援の強化とともに、これまでのよう

な地域活動を継続することが困難になったボランティア団体や福祉委員会

を支援する取り組みが強く求められることとなりました。 

このような状況を踏まえ、社会福祉協議会では、緊急小口資金や総合支援

資金の特例貸付をはじめ、就労支援などの事業を活用し、関係機関と連携し

ながら生活困窮者への支援に努めました。 

また、地域福祉活動への支援においては、「みんなで創る福祉のつどい」や

「ボランティアきっかけ講座」など、これまで市民の皆様に参加いただいて

いた事業もインターネットを利用したオンライン開催とするなど､“集まら

ずにつながる”方法で取り組み、新たな支援の在り方を提示することができ

ました。 

令和２年度は、「認め合い 笑顔を結ぶ わたしたちのまち」を基本理念

とする第２次八幡市地域福祉推進計画の中間点の３年目に当たりました

が、新型コロナウイルスの猛威によってこれまで築いてきた地域福祉活動

が困難となり、その中でどのような活動ができるのか、また、効果がある

のか模索を続けた１年でした。地域福祉推進計画の基本理念の実現に向

け、この１年の貴重な経験を生かし、地域福祉のさらなる充実のために今

後とも取り組んでまいります。 
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Ⅱ．重点活動 

１．財政活動 

  地域に根差した社協活動を持続的に進めるうえで、会費をはじめ、共同

募金の配分金、寄附金などの自主財源の安定的な確保が大きな課題となっ

ています。 

  会費については、コロナ禍によって自治組織の活動が困難な状況にもか

かわらず熱心に取り組んでいただき、貴重な会費を納入いただきました。

また、役職員によって企業、団体等への特別会員や賛助会員の拡大に努め

た結果、普通会員、特別会員、賛助会員とも前年度を上回る実績となりま

したが、会費の総額としては微減となりました。 

  共同募金についても、街頭募金活動などが制約を受ける中、特別資材の

販売等に取り組み、募金配分金の増額に努めました。 

  市民や企業からの寄附金についても多くの皆様にご協力いただきまし

たが、コロナ禍を反映してマスクや手作りの防護服などもご提供いただき

ました。また、福祉会館に設置している自動販売機の売上収入は微減とな

りましたが、今後、設置個所の拡大を目指します。 

２．組織の強化 

  理事と評議員で構成する部会では、社協活動の事業計画に基づく点検と

評価を行い、進行管理に努めました。 

  役員研修会については、コロナの影響により昨年度に続き中止しました。 

  職員のコンプライアンスの向上を図るため、研修計画に基づき全職員を

対象とした研修に取り組むとともに、日常業務に活かせる専門資格の取得

を奨励しました。 

  また、地域における様々な福祉課題に対して総合的に対応できるよう、

職員の地域担当制導入の検討を深めました。 

３．地域福祉推進計画の推進と進行管理 

   「認め合い 笑顔で結ぶ わたしたちのまち」を基本理念とする第２次

地域福祉推進計画は３年目を迎え、引き続き３つの基本目標に基づき、八

幡市と連携を図りながら事業の推進に努めました。 

  重点プロジェクトの『わたしたちの談活』を通して、地域福祉に取り組

む人を育むとともに、福祉課題を地域で解決するための場づくりを進めま
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した。その推進のため、市と社協及び学識経験者による「談活 Lab」を開

催し、談活の方向性や企画等を協議しました。 

  また、八幡市地域福祉推進協議会で第２次八幡市地域福祉推進計画の進

行管理を行いました。 

４．災害ボランティアセンターの運営 

  災害ボランティアセンターでは、災害時に備えるための備品の整備を進

め、また、災害ボランティアセンターの存在を市民に広く知ってもらうた

め、広報啓発に努めました。 

今回の新型コロナ感染症発生を受け、既存の運営マニュアルに感染症に

対する対策を盛り込むことが今後の課題となりました。 

５．相談機能の充実と生活支援の推進 

  ふれあい福祉センターでは、市民の身近な相談窓口として、複雑・多様

化する相談に対して関係機関と連携しながら丁寧に対応しました。 

福祉サービス利用援助事業では、判断能力に不安のある市民の方が安心

して地域での生活が送れるように、府社協と連携しながら、きめ細かな支

援を行いました。 

地域活動支援センターやまびこでは、障がいをもつ人の「通いの場」の

提供のみならず、生活の安定を支援するためのサービス利用の計画相談の

充実に努めました。 

生活に困窮する市民の自立促進を図るため、家計改善支援事業及び被保

護者等就労支援事業に関係機関と連携しながら取り組みました。 

新型コロナの影響で生活に困窮する世帯に対して、生活福祉資金貸付制

度の中で緊急の特例貸付が実施されることとなり、受付・相談窓口として、

年間を通じて多くの世帯の支援を行いました。 

６．絆ネットワーク構築支援事業 

  絆ネットワークコーディネーターを配置し、地域で活動する団体間のつ

ながりを深めるとともに、地域住民を支援するネットワーク体制の構築に

努めました。 

 ７．高齢者等見守り活動への支援  

新型コロナの影響により、直接的な見守り活動が困難となる中、高齢者

等の要配慮者の社会的孤立を防ぐために地域の関係機関や団体が連携して
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取り組む支え合い活動への支援に努めました。 

 ８．福祉委員会設立推進及び活動支援 

     身近な地域で住民による支え合い活動や交流活動を行う福祉委員会の

設立を促すため、未組織の地域に対して支援を行うとともに、既に活動し

ている福祉委員会に対してコロナ禍でも可能な活動を紹介しました。 

また、福祉委員交流会では参加人数を制限し、オンラインを活用した内

容で開催しました。 

さらに、コロナ禍においても安心して活動できるよう、感染症防止用の

備品の貸出や配布などの支援を行いました。 

９．ボランティア活動への支援 

ボランティア活動に係る啓発や参加推進を目的とした事業についても、

できる限りインターネットを活用して実施しました。 

  初めて Web 版で開催した「みんなで創る福祉のつどい」は多くの方に

視聴いただき、また、インターネットで配信したボランティア活動養成講

座についても、好評を得ました。 

10．広報啓発活動の推進 

  地域の福祉ニーズや課題について市民の理解と協力を得るため、様々な

方法を活用してタイムリーな情報提供に努めました。 

年４回、「社協だより」の全戸配布を行うとともに、ホームページもこま

めに最新情報に更新するなど、的確な情報発信に努めました。 

  また、市民に地域福祉や社協活動について理解を深めていただくため、

「市民福祉講座」を開催するとともに、「福祉出前講座」に職員の派遣を行

いました。 

 11. 介護保険関連事業 

   介護サービスを行う上で基本となる法令遵守に努め、地域に根ざした社

会福祉協議会ならではのきめ細やかなケアプランを作成するとともに、コ

ロナ禍においても安心して利用いただけるよう、感染予防に十分注意しな

がら介護サ－ビスを提供しました。 

   介護保険法に定める居宅サービスや障がい福祉サービスの範囲を超え

てサービス提供を希望する市民に対し、有償によるスマイルサポート事業

を実施するとともに、介護予防を図るための地域支援事業についても、コ
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ロナ禍においても引き続き積極的に取り組みました。 

介護予防・日常生活支援総合事業として、事業対象者又は要支援の利用

者の生活機能の維持・向上を図るための「ランチ De サービス事業」は、コ

ロナの影響によって実施内容に制約を受けましたが、工夫をしながら取り

組みました。 

八寿園デイサービス事業では、コロナ禍においても自分らしく生き生き

と楽しい日常生活を営んでいただけるサービスの提供に努めました。 

高齢者の方々が、介護支援サポーター活動を通じて地域貢献や社会参

加することで、より健康で生きがいのある生活を送られることを目的と

した「介護支援サポーター制度事業」についても、コロナ禍で受け入れ

施設が減少する中、引き続き取り組みました。 

12．障がい福祉サービス事業 

    障がい者の自立のため、日常生活の支援や社会生活を営むための支援、

社会参加や余暇活動を支援する移動支援サービスは、コロナの影響で外出

を控えることが多くなったため、利用が大きく減少しました。 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

1.財政活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社協会員の加入促進 

      会費     3,363,129 円 

        500 円普通会員   3,890 口 

       3,000 円特別会員     115 口 

       10,000 円賛助会員       27 口 

                500 円未満協力金  4,867 口 

       会員加入率        12.2 % 

・寄付金等 

寄付件数 33 件 金額: 1,144,914 円 

 

・ふれあい福祉基金 

年度末基金総額: 18,329,314 円 

（153,704 円積立） 

・ボランティア基金 

年度末基金総額:101,124,625 円 

（R2.運用益収入:  1,463,764 円） 

・障害者（児）福祉基金 

年度末基金総額:  12,495,808 円 

（R2.運用益収入:   134,388 円） 

・自動販売機の収入     69,796 円 

 

3,408,705 円 

     3,746 口 

       91 口 

       22 口 

     5,110 口 

      11.6% 

 

29 件 3,077,168 円 

 

 

18,329.314 円 

(153,704 円) 

 

R1.      101,124,625 円 

R1.運用益収入 1,463,764 円 

 

R1.       12,495,808 円 

R1.運用益収入（134,388 円） 

R1.     72,261 円      

2.組織活動 

 

 

 

・理事会・評議員会・監事会 

理事会           4 回開催 

評議員会          3 回開催 

監事会           1 回開催 

    評議員選任・解任委員会   1 回開催 

・専門部会 

  広報啓発部会        4 回開催 

  総務部会          2 回開催 

  介護保険・障がい福祉部会  3 回開催 

  地域福祉部会        2 回開催 

・役職員視察研修会（中止） 

・職員研修会 実施日：令和 2 年 11 月 19 日（木） 

   1 回目：16:00～17:00 2 回目：17:30～18:30 

   テーマ：コンプライアンスについて 

   参加者：38 名 

・職員交流会（ZOOM にふれましょう） 

   実施日：令和 3 年 3 月 25 日（木）17:00～18:15 

      内 容：新型コロナに関する社協内部ニーズ調査 

       グループ交流「社協八幡の〇〇な話」 

   参加者：31 名 

 

7 回開催 

3 回開催 

   1 回開催 

2 回開催 

 

   4 回開催 

   3 回開催 

   3 回開催 

   3 回開催 

役職員視察研修会（中止） 

職員研修会 

実施日：令和元年 9 月 8 日（日） 

テーマ：法令遵守について 

参加者：35 名 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

3.災害ボラ

ンティアセ

ンターの運

営 

 

 

① 備品整備 

・不織布マスク 10 箱（50 枚入り） 

 ・布製マスク 590 枚 

 ・フェイスシールド 120 個 

 ・防護服 10 枚 

② 啓発 

・令和 2 年 10 月 4 日に開催した市民福祉講座 

「災害がおこったときにあなたが支援できること」 

参加者 32 名に対して、センターの広報、啓発活

動を実施した。 

 

③ 運営委員会の開催 

 ・年 1 回（書面決議） 

 

①啓発物の作成 

・災害ボランティアセンターチ

ラシ（1,000 部） 

・啓発ティッシュ（500 部） 

②センターの啓発（ブース出展） 

・第 3 住宅防災訓練に参加 

 啓発物の配布、災害パネル展

示他 

③運営委員・職員研修 

・茨木市社協における災害時の

取組みについて 

 R2.3.3 新型コロナの影響によ

り中止 

④ 年 1 回運営委員会 

4.高齢者福

祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

・フリージヤ弁当  年間延べ       124 世帯 

（コロナにより 5 回中止）     248 食 

・福祉機器の貸出  車イス        41 回貸出 

               （体験貸出 2 回） 

・地域ひとつなぎ事業 ふれあいサロンの支援 

 年間延べ  439 回開催 

・テレフォンボランティアサービス事業 

利用登録者   14 名 

ボランティア  13 名(年間延べ 199 名) 

 

214 世帯 

   428 食 

  65 回貸出 

     (体験貸出 6 回) 

 

     666 回開催 

 

12 名 

 11 名（年間延べ 196 名） 

 

5.障がい者

（児） 

福祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福祉機器の貸出  車イス   41 回貸出（再掲） 

                               11 台団体へ貸出 

・障害者（児）福祉基金（助成） 

 

助成先 助成金額 事業内容 

放課後デイサービス 

こはるびより 

きらり 

 

65,000 円 

 

 

三角クッション、チャイ

ルドシート、送風マット 

 

 

スマイルゲート 

ファミレやわた 

 

 

 

70,000 円 

 

デジタルピアノ 

 

 

 

 

65 回貸出 

 

 

 

 

・JOINT JOY  70,000 円 

（耕運機の購入） 

 

 

・あしたばの家  70,000 円 

（複合機のプリンターの購入） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

6.児童福祉

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福祉ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業では、中高生を対象に地域の

住民が集う場でできる遊びを考案し、動画で伝える

ことを通して、ボランティアを違った側面から考え

る目的で実施。3 本の動画投稿があり、実際に地域の

サロンで遊ばれている様子を投稿者に伝えることが

出来ました。 

・男山第三中・中央小学校の福祉体験学習に協力しま

した。 

 

・要保護児童訪問支援事業 

 市が特に必要であると判断した家庭にホームヘル

パーを派遣し、育児や家事援助を行う要保護児童訪

問支援事業に取り組みましたが、利用はありません

でした。 

5 高齢者福祉施設 

1 障がい者施設 

3 ボランティア団体 

中高生 11 名参加 

 

 

男山第三中学校・中央小学校  

くすのき小学校・南山小 体験学習 

（手話・点字・要約筆記） 

 

ヘルパー７名を６家庭の利用者へ 

派遣 

    95 回 105 時間 

7.共同募金

配分事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・共同募金運動の配分金では、  1,625,937 円の配分

を受け、自主事業である下記の事業に活用しました。 

・フリージヤ弁当配食事業          148 千円 

・テレフォンボランティアサービス事業    150 千円 

・福祉当事者団体活動補助事業           340 千円 

・障がい者週間啓発事業              75 千円 

・社協活動啓発事業               406 千円 

・ボランティア活動支援事業           340 千円 

・サロン活動支援事業          167 千円 

 

 

・歳末たすけあい運動では  2,147,880 円の配分を受

け、配分委員会で検討の結果、住民参加型の福祉活動

や障がい者通所事業所などへ配分しました。 

・老人施設入所者          2 名    6 千円 

・障がい者通所事業所       7 ヶ所  492 千円 

・障がい者共同生活事業所         5 ヶ所 153 千円 

・おせち料理配食         112 世帯 351 千円 

・地域福祉推進事業       25 団体  926 千円 

・福祉当事者団体          6 団体  120 千円 

・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ積立金              100 千円 

 

 

 

 

 

1,523,849 円 

 

250 千円 

150 千円 

340 千円 

75 千円 

292 千円 

350 千円 

66 千円 

 

 

2,766,581 円 

 

 

2 名   6 千円 

8 ヶ所 573 千円 

3 ヶ所  96 千円 

118 世帯 344 千円 

39 団体 1,295 千円 

8 団体  160 千円 

              292 千円 

      

災害ボランティア助成 210 千円 

ボランティア用ビブス  200 着 

ボランティア用ワッペン 5,000 枚 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

8．貸付等援護

事業等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家計相談支援事業   新規相談受付件数  27 件 

            相談利用人数合計 142 名 

            相談利用実績合計 548 件 

・被保護者等就労支援事業 

 （生活困窮者含む） 

            新規支援件数   51 件 

            今年度支援件数  66 件 

               就職者数  32 名 

 

・たすけあい資金貸付                3 件 

 

・生活福祉資金貸付       47 件  20,860 千円 

 【内訳】 

総合支援資金         0 件      0 千円 

教育支援費              18 件  5,930 千円 

就学支援費              15 件  5,198 千円 

福祉費             11 件  9,432 千円 

緊急小口資金        3 件  300 千円 

 

特例緊急小口資金        729 件 144,208 千円 

特例総合支援資金         498 件 264,650 千円 

特例総合支援資金(延長)     314 件 169,800 千円 

特例総合支援資金（再貸付） 169 件  92,550 千円 

                合計 1,710 件 671,208 千円 

 

      31 件 

      160 名 

      555 件 

 

 

            39 件 

      49 件 

      29 件 

 

 1 件 

 

44 件    17,197 千円 

 

  1 件      300 千円 

 15 件   6,744 千円 

12 件   3,883 千円 

 16 件   6,270 千円 

  0 件       0 千円 

 

 3 件   600 千円 

 

 

 

 

 

9．住民参加

の地域福祉

推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・くらしのサポート愛（まな）ちゃんの、利用会員と

協力会員をつなぐコーディネートに努めました。 

＜会員登録状況＞ 

  ・利用会員   6 名 

  ・協力会員  6 名 

  ・賛助会員  0 名 

   合計    12 名 

 

＜サービスの内容＞ 

家事 介助 移送 

回数 時間 回数 時間 回数 時間 

 46 43  9  21.5 0 0 
 

 

 

（会員登録状況〉 

  6 名 

      5 名 

     0 名   

合計 11 名 

 

〈サービスの内容〉 

家事  91 回  109.5 時間 

介助  34 回    84 時間 

移送   4 回  16.5 時間 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

10.ふれあい

福祉センタ

ー事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民の複雑で多様化する相談内容について、関係機

関との連携や出張相談等を活用して対応しました。  

相談件数  85 件（実相談者数：57 名） 

〔相談内容〕 

項目 件数 項目 件数 

生計   14 近隣ﾄﾗﾌﾞ

ﾙ 

  4 

職業    0 健康   1 

住宅    3 医療   0 

家族   13 精神 14 

苦情    2  人権   3 

高齢   26 その他   5 
 

 

 

88 件(74 名) 

 

項目 件数 項目 件数 

生計  6 離婚   0 

年金   0 健康 0 

職業   0 医療   1 

住宅   8 精神   3 

家族  11 人権   2 

結婚   0 高齢  17 

苦情   1 その他  38 

近隣ﾄﾗ

ﾌﾞﾙ 

 1   

 

11.地域活動

支援センタ

ー事業 

 

 

 

 

 

 

 

・利用者総数 1,852 名（サロン利用者総数 465 名） 

・利用者の働くプログラムとして「やまびこ Café」を

隔月で実施しました。        

開催日・参加人数  9 月 30 日  70 名 

        11 月 25 日  50 名 

         3 月 24 日  54 名 

・やまびこ運動会  10 月 24 日  26 名 

          （内ボランティア 7 名） 

・やまびこ作品展   9 月 30 日～10 月 7 日 80 名 

利用者総数 1,814 名 

（サロン利用者総数：432 名） 

 

やまびこ Café の開催 

 5 月・7 月・9 月・11 月・1 月 

   合計 231 名参加 

 

 やまびこ夏まつり 

    8 月 31 日 45 名 

 

12.ボランテ

ィア活動セ

ンター事業 

 

 

・ボランティア活動センター運営委員会 3 回開催 

                                (書面審議 1 回) 

・市民啓発事業 

 「Web 版みんなで創る福祉のつどい」 

令和 3 年 3 月 15 日～令和 3 年 4 月 15 日 

特設サイトを設置し、活動紹介や学びを動画で配信 

総動画再生回数 2,174 回 

・ボランティア保険の加入者数 1,551 名 

・福祉行事保険 248 件 

    

・ボランティア連絡協議会  15 団体（266 名） 

・ボランティアきっかけ講座  

   動画 3 本の配信 

  動画視聴後に押してもらうハートマークの数 

 3 本合計 113 回 

         5 回開催 

・第 10 回みんなで創る福祉のつ

どい 

実施日：R1.5.18(土) 

 場 所：市役所前広場 

     文化センター 

参加者:478 名 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険： 1,574 名 

 福祉行事保険：438 件 

ボランティア連絡協議会 

 15 団体(271 名) 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱきっかけ講座 年 1 回 

   （参加者 25 名） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

13.福祉委員会

の設立推進並

びに活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 2 年度福祉委員会設置数  31 団体 

・令和 2 年度福祉委員数    410 名 

・ふれあいサロン 49 ヶ所 延べ 439 回開催 

・年 2 回連絡会議の開催(4 月・10 月)・3 月はｺﾛﾅで中止 

【福祉委員交流会】 

実施日：令和 2 年 11 月 14 日 13:30～15:30 

場 所：八幡市文化センター小ホール 

参加者：第 1 部 45 名・第 2 部 61 名 

内 容：コロナ禍における地域活動の紹介 

貸出用レクリエーショングッズの紹介 

   ・オンライン交流 

①八寿園デイ②八幡高校南ボランティア部③八幡支援学校 

 

・コロナ禍における活動支援 

(1)備品の貸出、感染防止用品の配布 

(2)福祉委員会交流掲示板（web 上） 

(3)福祉委員コロナ禍におけるアンケートの実施 

(4)紙媒体による情報提供・情報共有 

・コロナ禍における福祉委員会の活動紹介（6/19） 

・福祉委員会活動再開に向けてのポイント（6/19） 

・福祉委員会通信の発行 第 1 号（9/10）第 2 号（12/11） 

  第 3 号（3/5） 

・委員会の設置数 31 団体 

・福祉委員数     441 名 

・ふれあいサロン 

53 ｹ所・延べ 666 回開催 

・連絡会議   年 2 回開催 

・福祉委員大交流会 

 実施日：R1.8.31 

 場 所：文化センター小ホール 

（活動パネル展・サロングッズ紹

介・八幡支援学校によるボッチャ

体験コーナー・福祉井委員会有志

によるオープニングステージ） 

 参加者：220 名 

 

・福祉委員会活動ハンドブック 

 1,000 部作成 

14.福祉サービ

ス利用援助事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

・判断能力が不十分で、日常生活に支障のある高齢者や

知的障がい者、精神障がい者に対し、福祉サービスの利

用援助や日常的な金銭管理を行いました。 

利用者数 25 名 生活支援員登録者数 12 名  

問い合わせ件数 59 件 関係機関との調整 848 件 

新規相談件数 48 件 専門員・生活支援

員の研修への参加 

 12 回 

 

 

 

・山城北中部圏域広域社協 合同講座（年 6 回） 

・山城北中南ブロック専門員会議及び事例検討会（12/17） 

・福祉貢献推進フォーラム（Zoom3/12） 

・専門員・権利擁護担当職員会議及び実務研修 

 （Zoom3/29） 

 

 

 

利用者数 25 名 

問い合わせ件数 40 件 

新規相談件数 19 件 

生活支援員登録者数 9 名 

関係機関との調整 623 件 

研修への参加 9 回 

 

山城北中部圏域の社協が合同での 

交流会（H31.2.21 文化パルク城陽） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

15.広報活動 

 

 

・年 4 回 社協だよりの発行 

・社協の存在をより理解していただくために、ホームペー

ジでの情報提供にも努めました。 

・社協の概要発行 

年４回発行 

 

 

16.啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

・市民に社協の存在を理解していただくため、地域のイベン

トに模擬店等を出店しました。 

・市民の関心の高い暮らしに役立つテーマを設定した市民

福祉講座を開催しました。 

テーマ「災害がおこったときにあなたが支援できること」 

日 時：令和 2 年 10 月 4 日(日)13：30～15:00 

講 師：日本赤十字社京都府支部  

赤十字健康活動講習指導員 楠 和子 氏 

 参加者：32 名 

・福祉出前講座として、職員を 7 回派遣しました。 

市民福祉講座の開催 

・「あっ それならワタシにもで

きるかも・コミュニケーションを

楽しむコツ」 

        参加者 15 名 

 

 

        

 

・出前講座 職員 5 名派遣 

17.第２次地域

福祉推進計画

の推進と進行

管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画の進捗状況に関する点検や助言を頂くために、八幡市地域

福祉推進協議会を 7 月に開催しました。 

 (3 月はコロナウイルスの影響により中止) 

 

(1）めばえの談活プロジュクト 

 ボランティアを始めるきっかけづくりのために「ボランティア

って何？？」「ボランティア活動者ドキュメント」 

「さぁ やってみよう」の 3 つの動画をホームページで配信 

 動画視聴後に押してもらうハートマーク数 3 つ 合計 113 回 

 

(2)まちの談活 

 コロナ禍の状況で市民活動が自粛や中止が続く中、まちの談活

の進捗状況やスケジュールも大幅に変更となった。その中でも、男

山 E 地区では前年度から出ていた、若い世代への活動参加をテー

マに集会所の開放など住民が主体となり動き始めた。 

また欽明台西地区では農園づくりをきっかけに新たな多世代と

の交流の場面が地域の中で活発に行われた。 

 

 

 

(3)むすびの談活 

 コロナ禍の影響で専門員同士が集まって行う談活の実施は見合

わせた。その中でもアンケートを行うことで、むすびの談活で繋が

りを確認することが出来た。そしてこれまでの談活の効果測定を

客観的に行うこともできた。 

 

・計画の進捗状況に関する点

検や助言を頂くために八幡市

地域福祉推進協議会を 7 月に

開催 

・めばえの談活 

 事前説明会(11/10) 

  ふりかえり会（12/15） 

 体験期間：11/12～12/12 

参加者：19 名 

受入団体：9 団体 

・まちの談活 

男山 A 地区（年 2 回） 

①夏休みの一定期間、週 2 回

の実施に向けた企画検討 

②談活のふりかえり 

 長町・樋ノ口地区(年 2 回) 

・困りごと一覧表を作成し配布 

「困ったときの相談先一覧」 

保管・活用アンケート調査 

 男山 E 地区（年 2 回） 

談活の趣旨説明・地域の情報共有 

 欽明台西地区（1 回実施） 

 

むすびの談活（2 回実施） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

18.絆ネットワ

ーク構築支援

事業 

・アンケートの実施 

対象：絆ネット地域懇談会参加団体（24 団体） 

期間：8/31～9/18 

結果：回収数 24 団体（24 団体） 

内容：①コロナによる活動の変化 

   ②感染症対策などの工夫 

③コロナ関連の相談の有無 

   ④他団体・機関に協力を求めること 

   ⑤コロナ禍で日々感じていること等 

・第 1 回絆ネット地域懇談会の開催 

日 時：3/30 13:30～15:00 

場 所：生涯学習センター＊オンライン同時開催 

参加者：20 名 

テーマ：コロナ禍における見守り・支え合い活動について 

内 容：アンケート報告 

    配食サービスからの見守り活動（Joint Joy） 

        意見交換（進行：龍谷大学名誉教授 

            加藤 博史 氏） 

・絆ネット懇談会 年 1 回 

【第 1 回】 

実施日：10/28 

場 所：男山中央センター 

参加者：33 名 

テーマ：災害時に向けた見守

り・支え合い活動 

【第 2 回】 

実施日：2/26 

  コロナウイルスにより中止 

テーマ：事業所・企業と連携

した見守り活動 

（郵便局での異変の発見・UR

生活支援アドバイザーの取

組、認知症徘徊模擬訓練報告） 

 

19.福祉団体育

成支援 

・福祉団体の運営強化や組織の拡大を図るための支援に 

努めました。 

 

20.受託事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リフトカー運行事業 

リフトカー運行状況は下記のとおりです。 

公的機関 医療機関 その他 計 利用延べ人員 

0 228   77  305 305 

(利用実人員 19 人) 

 

・産前産後ホームヘルパー派遣事業 

 ヘルパー7 名を 11 家庭の利用者へ派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

   143  160 
 

    公的機関  1 

      医療機関 221 

     その他  66  

       計      288 

(利用実人員 22 人) 

 

・産前産後ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 

 6 名を 6 家庭の利用者へ 

  派遣回数  60 回 

  派遣時間 71.5 時間 

21.施設の管理

運営 

 

 

 

・老人憩いの家八寿園運営管理 

【利用者総数】 

   7,495 名（男性 3,377 名・女性 4,118 名） 

 （緊急事態宣言中、約 3 ヶ月休園・利用制限有） 

・福祉会館運営管理 

【利用者総数】 

   利用者総数： 7,966 名 

   利用団体数：   34 団体 

 （緊急事態宣言中、約 1 ヶ月休館、利用制限有） 

・老人憩いの家八寿園 

 利用者総数  22,808 名 

（男性： 11,223 名） 

（女性： 11,585 名） 

・福祉会館 

 

利用者総数  12,586 名 

利用団体数   37 団体 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

22.介護保険関

連事業 

 

 

 

 

 

 

 

・居宅介護支援事業 

・介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）6 名で、延べ 11 件 

（内他市町村 4）の介護認定調査を行いました。 

【ケアプラン作成状況】 

     ・要介護度 1   312 名 

       ・要介護度 2   509 名 

       ・要介護度 3   332 名 

       ・要介護度 4   174 名 

       ・要介護度 5   114 名 

        合計   1,441 名 

 

 

 要支援 1・2 の方の介護予防サービス計画を作成しまし

た。その延べ件数は 265 件でした。 

 

・訪問介護事業 

サービス提供責任者 6 名、訪問介護員 24 名により 

延べ 13,305 名にサービス提供をしました。 

 回数 時間 

身体介護 2,229   1,462.5 

身体生活 1,061    1,261.5 

生活援助 5,269    4,830 

介護予防 4,746    4,544.5 

合 計 13,305 12,098.5 

 

・スマイルサポート事業 （自費サービス） 

 利用者が可能な限りその居宅において、その有する能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、自

費サービスの提供を行いました。 

        登録利用者 15 名 延べ 172 回 

 

 

 

・認知症対応型通所介護事業 

「老人憩いの家八寿園」で実施している八寿園デイサー

ビス事業については、171 名、2,011 回の利用をいただき

ました。（平均介護度 2.1） 

 

 

 

 

6 名で延べ 20 件 

（内他市町村 2 件） 

 

・要介護度 1    349 名 

・要介護度 2   504 名 

・要介護度 3   365 名 

・要介護度 4      205 名 

・要介護度 5      161 名 

   合計   1,584 名 

 

 

 

  延べ 305 件 

 

 

サービス提供責任者 6 名 

訪問介護員-37 名延べ 13,645 名 

 回数 時間  

身体介護 2,251 1409 

身体生活 1392 1,698 

生活援助 5,626 5,122 

介護予防 4,376 4,259.5 

合計 13,645 12.498.5 

 

 

 

 

登録利用者 17 名 延べ 145 回 

 

 

 

 

 

 168 名・1,917 回 

平均介護度 2.4  
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

22.介護保険関

連事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域支援事業 

要支援・要介護に陥るリスクの高い高齢者を対象に状

態の悪化を防止することを目的に予防事業を行いまし

た。 

 

◇閉じこもり予防支援事業・口腔機能向上支援事業 

 栄養改善事業 

・いきいき介護予防教室（36 回開催） 

  登録者数 14 名・延利用人数 189 名 

 

◇ランチＤe サービス（調理実習・会食） 

 ・登録者数 12 名 ・ 33 回開催 

  延べ利用人数 256 名 

  延べ従事者数 184 名 

 

◇運動器の機能向上事業 

・パワーアップ介護予防教室（50 回開催） 

   登録者数 41 名・延利用人数 816 名 

 

◇閉じこもり予防事業 

 ・はつらつ健康教室（62 回開催） 

  登録者数 37 名・延利用人数 491 名 

 

・介護支援サポーター事業 

 高齢者自身による社会参加を通して、介護予防を推進

するために実施する事業。 

合計登録者 104 名（R2..新規登録 5 名） 

 

・軽度生活援助事業 

延利用者数 利用回数 利用時間 

    0     0      0 

 

・寝具乾燥丸洗いサービス事業 

乾燥消毒サービス  丸洗いサービス  計 

実施回数 延利用者数 実施回数  延利用者数 実施回数  延利用者数 

 4 167   2  196   6  363 

 

 

 

 

 

 

 

 

（47 回開催） 

登録者数 27 名・延利用人数 230 名 

 

 

登録者数 25 名  43 回開催 

延べ利用人数 402 名 

延べ従事者数 181 名 

 

 

（53 回開催） 

登録者数 48 名・延利用人数 647 名 

 

 

（66 回開催） 

登録者数 38 名・延利用人数 673 名 

 

 

 

 

 119 名(新規登録 11 名) 

 

 

延利用者数 利用回数 利用時間 

0  0  0 

 

 

 

乾燥消毒サービス  丸洗いサービス  計 

回数 利用者数 回数 利用者数 回数 利用者数 

4 190 2 229 6 415 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

23.障がい福祉

サービス事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がい者居宅介護事業 

ヘルパー16 名を 9 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

1,156 1,133.5 

 

・知的障がい者居宅介護事業 

ヘルパー1 名を 1 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

  149  74.5 

 

・精神障がい者居宅支援事業 

ヘルパー3 名を 3 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

   49  60.0 

 

・身体障がい者移動支援事業 

ヘルパー5 名で 7 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

  126   528.5 

 

・知的障がい者移動支援事業 

ヘルパー5 名で 11 名の利用者に派遣しました。 

 （内、児童にもヘルパー1 名で 1 名の利用者に派遣） 

派遣回数 派遣時間 

  106   497 

 

・精神障がい者移動支援事業 

ヘルパー2 名を 2 名の利用者に派遣しました。  

派遣回数 派遣時間 

   37  170.5 

 

 

 

 

18 名で 11 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

1,142 1,320 

 

 

 7 名で 4 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  203  133 

 

 

4 名で 4 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  164 245 

 

 

7 名を 8 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  212 1,183.5 

 

 

17 名を 20 名の利用者へ 

(内、児童にもヘルパー1 名で 1

名の利用者に派遣) 

派遣回数 派遣時間 

464 3,173 

 

4 名を 4 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

   28 130.5 

 

 

 

 


